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発刊に当たって

平成 22年 度の留萌管内教育研究所の研究業務も、本研究紀要の発刊をもってほぼ終了
とな ります。研究協力校、研究協力員をはじめとする関係機関のご理解とご協力にまず

もってお礼申し上げます。

本研究所の研究主題 「薇かな学力をはぐくむ学習指導の実践的研究Jは 、新 しい学習指

導要領の完全実施を見据え、 「習得」 と「活用」のパランスや 「言語活動」の取 り入れ と

いつた視点か ら、具体的な授業研究を通 してあるべき姿を探ることを目的に設定されたも

のです。本年度は研究 2年 次 ということで、 「学習過程の工夫J「言語活動の充実」 「学
習意欲を高める工夫」 といつた 3つ の視点を設定 して研究を進めてまいりました。

日本の児童生徒の実態 として、表現力や綸理的思考力、応用力といつた PISA型 の学
力の低下が治餞されているところです。新学習指導要領におきましても、 「活用する力」

や 「言語活動の充実」といつたキーワー トが話題となってお りまして、本研究所の研究内

容が今 日的な課題の解明の一助になれば幸いです。

本年度は、研究協力校 〈豊崎教綸 :緑丘小学校)と 研究協力員 (五十嵐教論、古屋教綸 )

計 3本の授業提供をいただきました。 どの授業も周到な指導案の検討と、的薇な児童生徒

の把握に裏打ちされた質の高い内容で、 2年次研究の成果をまとめる上で、大きな財産を

与えていただきました。心か らお礼申し上げます。

また、研究内容とは直接に関連 しない授業技術や、児童生徒への対応 といつた教育にお

ける不易な 「授業力」の面でも質の高いものがありました。発間や板書などの基本的な事

柄はもちろんのこと、児童生徒の発言の取 り上げ方や、衰めた り切 り返 した りするなどの

絶妙なや り取 りなどに、信頼関係に基づいた 日常の授業の様子を垣間見ることができたよ

うに思います。

来年度は 3カ 年継続研究の最終年次として検証授業に取 り組んでまいりますが、成果を

まとめるに当たつては、より具体的に、より分か りやすく、す ぐに実践に活用 していける

ようなものにしていきたいと考えてお りますので、研究協力校並びに協力員の皆様のさら

なるお力添えをお願い申し上げます。

その時々の教育の課題に対応 し、先進的な研究に取 り組むことが研究所に与えられた使

命の一つであることは否定できませんが、若い先生や、指導方法に自信がもてないでいる

先生へのア ドバイスや資料提供をすることもまた、私たちの大切な役割であると思います。

来年度は、研究相談業務の充実にも力を入れてまいりますので、気軽にお同い合わせ下さ

い。

本研究所の運営に当た りまして、ご支援を賜 りました管理委員会、運営委員会の皆様、

留萌教育局、留萌管内各市町村教育委員会、留萌管内校長会並びに教頭会の皆様及び関係

機関に心よ り感謝とお礼を申し上げ ます。

平成 23年 3月

留萌管内教育研究所

所 長 中 村 廷 広
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今日的な学校

●育の課題か

ら

これまでの研

究及び管肉の

実饉から

道研菫研究主

口とのかかわ

りから

21世紀は新しい知識・情報・技術があらゆる領域での活動の基盤として重要性を

増す「知識基盤社会」の時代といわれている。この社会の変化に対応する能力こそ生

きる力であり,新学習指導要領の日18す「生きる力」とは,知・徳・体のパランスの

とれた力である。その中でも知の側面である基礎的・基本的な知識・技能の習得とと

もにその活用を通して,思者力・判断力・表現力の青成を図ることが重要視されてい

る。

また,児童生徒の国際的な学力調査においても思者力・判断力・表現力等を間う8己

述式の問題や。学習意欲にも課題があるとされている。このようなことから。今.子

どもたちに確かな学力をはぐくむための教育が求められている。

本研究所では これまで5次に及ぶ共同研究を行い,第4次までは主に学びの教育,

そして前回は心の教育について研究を行い。成果を収めてきた。研究を進めるにあた

り,日萌管内の実態に合わせた。教育現場で活用できる研究を心がけてきた。

今回新たに研究テーマを設定するにあたつては,平成21年度から全ての小中学校

で先行実施される。新学習指導要領に関わる「確かな学力をはぐくむ」研究テーマは

教育現場ですぐ生かされるであろうと考えた。

また。 19年度から実施されている,全国学力・学習状況調査の日萌管内における

傾向は「国語,算数・数学ともに知識・技能の習得に向けた18導を充実させる必要が

ある」 (平成21年 1月日萌教育局作成～平成20年度全国学力・学習状況調査 調
査結果報告薔 《圏萌版》)とまとめていることからも,確かな学力をはぐくむ教育活

動の充実は日萌管内の教育にとつて緊要な研究テーマであると考え,設定することと

した。

北海道教育研究所連盟 (道研連)では,第 14次共同研究において実践的な指導力

の向上を図るこれからの教員研修の在り方を目指し「実践的な指導力の向上を図る教

員研修の改善」を研究主題に掲け13か年縄続研究 (1年目)を進めている。
特に教員の実践的な指導力の向上をはかる研修を行うことで,学校教育の現状の課

題である「子どもが意欲的に知識・技能を習得し,活用する力を身に付け、また学習

習慣,生活習慣等を改善していこう」とするねらいが見られる。「知識・技能を習得

し活用する力や学習意欲を高める」については、本研究の根幹にあたる.確かな学カ

をはぐ<むことに大きく関わる事項であることから,本研究を推進することにより,

道研連研究主題解明の一躍を担うことができると考える。
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確かな学力を

はぐくむために

学曽僣導の

実目的研究

教育活動を進めるにあたり,各学校において,児童生徒に生きる力をはぐ<むこと

を目指し 自意工夫を生かした教育活動を展開する中で,基礎的・基本的な知識・技
能と,自ら学び自ら考える力を車の両輔のように相互に関連させながら指尋すること
が大切である。

全国学力・学習状況調査における日萌管内の結果からも,知饉・技饉を■奥にヨ得
する指導や身に付けた知●・技能を活用する力を青成する指導の工夫・改善に努める

ことが必要であると言われている。

それてl&確かな学力をはぐくむためには,日々の授業をどのように改善・充実さ
せていけばよいのであろうか。

確かな学力と|&知議・技能に力0え,自ら課題を見付け,学ぶことへの意欲をもち,
主体的に考え.判断し,行動し よりよく問題を解決する資質や能力である。
そこで,ます 基礎的な知口や技能を■得させるために,教えるべきことはしっか
りと教えることが大切になつてくる。そして,身に付けたことを活用して課題を解決
するために必要な思■力 。判断力・表現力を増い。児童生徒一人一人が学習したこと

を他の学習や生活に生かすことのできるような計画的な授業が求められる。

また,単元の目標, 1時間の授業の中で到達すべき目標を明確にして.薔●釣・暮
本的な事項0■実な定着を図るとともに言語活動を積極的に取り入れることで,児童
生徒の主体的な学習活動を促したい。言語化することにより身に付けた知識を明確に

自分の中に蓄積し それを次の学びの手立てとすることができるよう.さらなる言語
活動を広けていく。学習活動においては,作業的,体験的な学習や問題解決的な学習
を通して,学習したことや考えたことを自分0言葉でまとめ,伝える活動の充実を図
りたい。

さらに,学■菫欲の向上も重要要素として示されていることを踏まえた授業づ<り
を行う必要がある。

従前にも増して,指導内容の充実と指導方法の改善に全力を傾注しなければならな
い昨今,「確かな学力」をはぐ<むための学習指むの改善,そして開発が急務であり,
重要である。

学習指Uの改善,開発が重要であるという点から,本研究では実践授業を重視する。
理鶴研究にとどまら■ 授業を通しての実践研究iよ 理論の検証や指導法の改善を

効果的に進めることができると考えた。また。授業研究を重ねることにより,教師の
技■はもとより。子どものよりよい成長を図り,さらにこれから必要となる学習指導
の様子を各学校に発信できる。

授業実践を重ねながら,研究を深めていきたい。
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◇獲得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

◇学ぶ楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども

「分かった′」
「てこた′′J

「使えそうだ′」
「使ってみよう′」

自力解決・発表・検討

経験 (知

識・技能)

(]嘔)学 ぶ楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども 丁フ

こうしてみてはどうかな?

みんなとやつてみよう !!
分
か

っ
た
―
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
ぞ
！
こ
ん
な
考
え
も

あ
る
ん
だ
な
！

交流・まとめ

さらなる疑間・追究

何故だろう?どうし

たらできるだろう?

もっと詳し<調べたい

ことがでてきたよ !も

つとやつてみよう !



学■過程において授彙展開や学ヨ意欲を高める指導方法を工夫し,雷薔活動の発奥
を回ることで,知口や技能を生かしながら主体的に学び続け,礎かな学力を身に付け
た子どもをはくく0ことができる。

「学■過程の工夫」

・ 基礎的 。基本的な知識・技能の習得を中心とした授業展開

・ 知識・技能を習得し,活用へと向かう授業展開

・ 習得した知識 。技能の活用を中心とし,課題解決のための授業展開

「雷薔活動の充実」

・言語化することで知識を身に付ける活動の工夫
0言語化することにより思者を深める活動の工夫

・ 言語化することにより思者力。判断力・表現力を高める活動の

「学■意欲を高める工夫」

・ 環境構成の工夫によるアプローチ

・ 課題設定の工夫によるアプローチ

・ 学び合い。伝え合いの場の工夫によるアプローチ

-4-



(1)研 究期間
平成21年度から平成23年度までの3か年饉続研究

(2) 研究領域     各教科

(3) 研究の方法
① 研究員会議や研究協力校。研究協力員との合同研究会■。道研連との共同研究などを通し
て,研究内書の検討や交流を行う。

② 研究協力校及び研究協力員による授業実践を通して,研究内容についての検肛を進める。
③ 研究のまとめとして,各年度末には研究紀要を発刊する。
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(4) 年次計画
【視点 1】

「学習過程の工夫」

【視点 2】 【視点 3】

「学EE歓を高める工夫J

平威21年塵 (1年次)
基礎的・基本的な知

識・技能の習得を中心
言語イじすることで知

識を身に付ける活動

の工夫

環境構成の工夫によ

るアプローチ

いろいろな変化を
つけた繰り返し学習

など習得の楽しさを

感じる授業展開

教室掲示の工夫 (日
常的掲示)や人的環境
(Tr)の活用などか
ら意欲を高める

話す。薔くを中

心に学びを言語化

し,習得へと

平籠22軍屋 (2年演)
知識・技能を習得し,

活用へと向かう授業

展開

言語化することによ

り思者を深める活動

の工夫

課題設定の工夫によ

るアプローチ

課題設定→個人
思者一集団思者ヘ

と進みながら意欲
を高める

前半で習得したも
のを後半では活用ヘ

とつながる授業展開

活動を言語化し,

具体的思者から抽

象的用者へと

習得した知識・技能の

活用を中心とした。課

題解決のための授業展

開

言語化することによ

り日者力・判断力・表

現力を高める活動の

工夫

学び合い 。伝え合いの

場の工夫によるアプ

□―チ

すでに習得した
ものを活用するこ
とで学びが深まる
授業展開

グループ構成の工
夫などにより多様な
意見交流を可能と

言語化し,自己の

用者の段階を把握.
アウトプットヘと



(5)今 年度の計画

4月 ・年間計画立案

・研究協力校,研究協力員の確認と決定

。道研連定期総会

【4月 15日 (木 )】

5月 ・合同研究会議に向けた準備

6月 。第4回合同研究会議

(今年度の研究の推進,検証授業8t画 )
。今年度の研究に関する理腑研究

7月 ・検証授業にかかわる計画推進及び理論研究 ・北海道教育研究所連盟夏季研究所員研

修会

【7月 26日 (月)～ 27日 (火 )】

8月 ・検証授業の内容の検討

9月 第 1回検証授業指導案検討

第 1回検証授業

(検証授業の成果と課題の検討)

第2回検証授業指導案検討

・第65回北海道教育研究所連盟研究発
表大会 (十勝大会)

【9月 16日 (本)～ 17日 (金 )】

10月 。第2回検証授業

(検 81授業の成果と課題の検討)

。第 3回検証授業指導案検討

11月 。第3回検証授業

(検証授業の成果と課題の検討)

。第5回合同研究会議

12月 ・研究紀要編集作業

1月 ・研究紀要編集作業

2月 。第6回合同研究会議

(今年度の研究の成果と課題について,研究

紀要原稿の校正)

3月 。研究紀要第 16号発刊
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☆獲得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

☆学ぶ楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども

視 点 1 視 点 3

学習過程において授業展開や学習意欲を高める指導方法を工夫し.

言語活動の充実を図ることで,知識や技能を生かしながら主体的に学
び続け,確かな学力を身に付けた子どもをはぐ<むことができる。

「学口過程の工夫」 「8■活動の充実」 「学■tttを高める工夫」

基礎的・基本的なXll識・

技能の習得を中心とし

た授業展開

言語化することで知識を身に

付ける活動の工夫

・環境構成の工夫によるアプ

ローチ

知識・技能を習得し,活
用へと向かう授業展開

言語化することにより思者を

深める活動の工夫

習得した知識・技能の活

用を中心とした。課題解

決のための授業展開

言語化することにより思者

力・半」断力・表現力を高める

活動の工夫

学び合い。伝え合いの場の

工夫によるアプローチ

確 か な 学 力 〔知 〕豊

か

な

心



1 視点 1   学習過程の工夫      〕

1 視点 2   言語活動の充実      〕

[ 視点 3   学習意欲を高める工夫   〕



視点 1学習過程の工夫について

知識・技能を習得し,活用へと向かう授業展開

児童4i徒 一人一人が,基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け,よ りよく問題を
解決することができるようにするためには,単 元や題材において, どんな場面で,ど のよ
うな方法で, どんな力を身に付けるのかを明確にし, さらに身に付けた力を活用する場を

設けることで,習 得を確実なものにできる授業展開を工夫することが重要である。

授業づくりの柱 として 「身に付けさせたい力」を明確に位置付け,そ の習得に向けた授

業を展開する。児童生徒自身,知 識・技能が身に付いたことを実感すると 「できるように

なったことを使つてみたい !」 「身に付けた短l議 ・技能を他のものでも試 してみたい !」

という欲求が生まれてくる。その欲求を大切にし,実現する場として活用場面を授業の中
に設定することで,身 に付けた力をより確実なものにし,身 に付いたという実感を伴うこ

とができる授業を目指 した。

単元の終盤にのみ活用場面を設けるのではなく,単 元を通 して,い ろいろな時間に活用

場面を位置付けた り,1時 間の中に習得か ら活用という場面を位置付けた りすることを意
図的に行 うことで,そ の有効性が高まると考えた。

段落の確認

説明文の構成

言葉の意味

活 鴨1

コ

　

■

特長に合わせて,先 生の作った
絵文字を直してみよう !

1作 業の手立て |

D
①

教科書の活用

言語化のための墨

1機器の活用 |

意 見交流

1

見た瞬間に意味が分かるっ

て,こ ういうことだね !

Ｌ
／
Ｊ
＼

1時間の授業の中で

(小学 3年  国語科の例「くらしと絵文字」より)

習得場面

学習の見通 し

絵文字の特長を読み取ろう

使

っ
て

み
た

い

！

指示語への着 H

絵文字は,見 た瞬間
に意味が分かる !

知識・技能の習得
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単元を通 して

(小学 3年  国語科の例 「身近な話題をとらえて話 し合おう」より)

知識・技能 の

活用 に向けての

布石。

文章や段落ごとの関係を理

解 し,内 容を読み取る力

筋道を立てて,相 手や 日的に

応 した言葉を選んで話す カ

知
識

・
技
能
の
習
得
に
向
け
活
用
場
面
を
取
り
入
れ
た
単
元
の
流
れ

身の回 りから絵文字を見つけ,紹
介し合う。

学校に必要な絵文字をつくる。

身の回 りに 日を向 け る こ

とによ り学習へ の意欲化 を

図る。

絵文字についての説明文を読み

1時間の授業での活用場面

写 真や 図 と本文 との対応

につ いてや .段 落のつなが
り,説明の型についての学習

を進める。

実感を伴 う絵文字の特長の理解

まず ,絵 文字の特長につい

て理解 し (習 得 ),理 解 した

ことを基 に絵 文字 の改 良を

行う (活用 )。

3つ の特長に合わせ,同 じ

学習の流れを繰 り返す。

単元の終末での活用場面

初めにつくった絵文字を,学習し
たことを基にして,つ くり直す。

絵文字の特長を踏まえ

たものになっているか。

互いの意見を交流 しなが

ら,見 直していく。

「綸文字発表会」を行う。

スピーチメモをつくり,

自分の絵文字について,み

んな に伝 える ことがで き

るようにする。
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2言語活動の充実について

言語化することにより思考を深める活動の工夫

これか らの教育のキーワー トとして,「 言語」が注目を集めている。人は言語によって

思考 し,人 との関係をつくり,感性や情緒を豊かなものにしていく。言語は 「生きる力」

を支えるものといってよいだろう。

言語活動の充実を図るためには,記録や要約,説 明,論述など,多様な言語活動を授業
の中に取 り入れていかなくてはな らない。授業の中のあ らゆる場面をとらえて,言 語活動

を設定 していくことで,児 童生徒は各教科等がそれぞれにもつ表現方法に慣れ,それ らを

活用 した り, コミュニケーションカを高めた りすることができるようになる。

では,「思考を深める」 という側面か ら考えた言語活動の充実を図るための学習指導の

在 り方はどのようなものになるのか。問題解決の場面おいては,既 習事項を生か しなが ら.

筋道を立てて 「考える」 ことが必要になる。 「考える」 ことは,言 語を介 して行われる作

業である。様々な言語活動を取 り入れることで,自 分の考えを明確にし,考 えを深め,そ
れが確実な学力につながるような授業を目指 した。 また,言語活動の量的な充実のみな ら

ず,質 的な充実 も目指 していくことで,言 語活動の在 り方を改善できると考えた。

中学校理科の例

1年 生「物質の区別の仕方」より

身に付けさせた

い知識・技能

― H―



前時までの活動か ら

・物質は性質によって区

別で きる
:_

金属の性質はど

んな ものがあっ

ただろう ?
・金属な らば表面に光沢がある

。金属ならば磁石につく

・金属な らば電流が流れる

・金属な らばキーンと高い音がする

①実験の計画を立てる

一言語化の場面

。金属の性質に合わせた実

験方法

・ 5種類の金属に対する実

験

②実験結果を表にし,グ ルー

プで交流する

→言語化の場面

。鉄は磁石についた

。すべての金属に電流が流

れた

③ 実験 結 果 を報 告 書 に ま と

め,考察,発表する
―言日化の場面

。すべての金属に電流が流

れるので,電 流が流れる
ことは共通の性質である

。みが くと特有の光沢が出

る

金
属
の
共
通
の
性
質
を
調
べ
る
実
験

知識・技能の習得

得
た
知
識

・
技
能
を
活
用
し
た
再
実
験

身の回 りにある物体で「金

属 らしくて金属でないもの J

「金属 らしくな くて金属の

ものJを 用意 し,さ らに実験

し,調べたいという意欲を刺

激する。

確かな学力

実験方法の

技能口得場面

必要な実験 をグルー

プご とに協 力 して行 え

るように配慮する。
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変化の激しい社会を生きる子どもたちには ,「生きる力」をはぐくむことが必要であるという考

えが基盤となっている。ここでいう「生きる力」とは ,『確かな学力』,『豊かな心』.『健やかな体』

の 3つの要素からなる力である。この三要素の中でも,「生きる力Jを 知の側面からとらえた『確

かな学力Jを育成していくことが,学校教育の中で求められている。

『確かな学 力』では ,知 識や技能はもちろんのこと,こ れに加えて ,「 学ぶ意欲」が取 り

上げ られている。 自分で課題を見付け。 自ら学び,主体的に判断 し,行 動し,よ りよく間

題解決する資費や能力まで含めたものである。

そ こで,教科や単元の特性をとらえ,学 びの期待が高まる単元の導入や,課題設定を工

夫することによ り,進 んで課題を追究 し,考 えを表現 しようとする意欲をもつことができ

る授業を目指 した。授業の導入段階での課題に視点をあてた授業づくりを行うことにより,

身に付けさせたい力を明確に位置付けることができると同時に,意 欲の側面にも焦点をあ

てた授業づくりができると考えた。そのことにより,課題追究の場面では,子 ども一人一

人が自分の考えをもつことができ,自 らの学びが確かにな り,追究する力が身に付 くであ

ろう。

課題設定においては,実 態把握を基に,子 どもの身近な日常生活場面と結び付けた問題

などを提示し,学 習に対する興味・関心を喚起させなが ら学習意欲を高めていくことを大

切にする。 この時間 (単元)で,何 を身に付けさせるのかを明確にし,教 科や単元のね ら

いを達成するための課題であることもおさえる必要がある。 また, 1時 間の授業だけでな

く,単元を通 して課題をつなげていくことが,児童生徒の学習意欲の喚起につながってい

くと考えた。

1時間の授業の中で

(小学 5年 算薇科の例 「三角形や四角形の角Jよ り)

三角形の内角の和は .

180度 になるよ !

分度 器 を使 つた

ら,求めることがで

きたよ !

角の大きさを測 らな

いで 4つ の角の大きさ

の和を求める方法を考

えよう

～学習意欲を高める手立て～

「角の大きさを測 らない」

という条件 を加 える ことで

負荷を与えた,知的好奇心を

刺激する課題設定。

三 角形は分 か ら

たけど,四 角形の内

角の和は何度 にな

るのかな ?
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単元を通して

(小学 5年  算数科の例 「三角形や四角形の角」より)

|こ付 け
¨
させたいカ

①三角形,四 角形 大きさの和 について調べ ,そ
の性質を理解する力

②多角形の角の大きさの和の求め方を考える力

児童の実態

ユ

|三
角形や四角形なら,ど んな形でも敷き詰められるぞ !|

ユ

|三
角形の3つの角の大きさの和は1 80度だ! 〕

三角形には何か秘密がある

のかな ?

今度は,四 角形を調べて
みたいな !!

基礎の定着を目指 し

た学習には意欲的に取

り組む。

問題 を読み,立 式で

きた後でも, 自分の考

えを発表する場になる

と消極的になる。

児童は, 自分な りの

考えをもち,課 題に対
して出てきた様々な考

えの中か ら,合 理的な

方法を選択できるよ う

になっている。

身の回 りにはどんな敷き詰め

模様があるかな ?

どんな形が敷き詰められるだろう。

三角形の 3つ の角の大きさの和を調べよう。

のつぶやき

切にした課題設定を行

い.意欲的に追究でき

角の大きさを測らないで 4つ の角の大きさの和を求めよう。

対角線を 1本かいて,三 角形をつくると四角形の 4つ の角の和を求められるよ !!

つ ことがで きるよ う

な場を設定 し,学びの

多角形の内角の和の秘密を探ろう。

確 か な 学 力
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1「単元を通 した課題の設定」による学習指導の実践
～読み取つたことを活用へとつなげる学習展開の工夫～

留萌市立緑丘月ヽ学校 豊  崎  東  洋 教論

「身近な素材の活用」による学習指導の実践
～実験と考察を繰り返し,思考を深める学習展開の工夫～

初山男1村立初山別中学校 古  屋  正  之  教論

「気付きを生かした学びの連続性」による学習指導の実践
～演繹法を用いた探求的な算数的活動を取り入れた,習得から活用への授業展開の工夫～

羽幌町立羽幌 Jヽ学校 五 十 嵐  泰  基  教論



『単元を通した■■の議定』による事■相■の奥■
～読み取ったことを活用へ とつなげる学習展開の工夫～

(小学 3年  国語科 単元名  「身近な話目 をとらえて話 し合おう」 全 18時間 )
日輌市立饉丘小学校 豊 崎 東 洋

は じめ に

(1)子 どもの実態
国語を苦手としている児童が多い。読むことを苦手としている児童も多い。その

ため漢字にふ りがなをふ らせた り。言葉の意味を理解させ文節に区切った りするこ

とが必要な子 も数名いる。

読み取つたことを言葉で伝えることを苦手としている児童が多く,全体の中では ,

特定の児童ばか り発言 して しまうことが多い。はつきりと答えがわかるもの,絵や

写真を見て知っていることや気付いた ことには積極的に発表を行 うようになってき

ている。

教科書の文章の内容をだいたい読み取ることができる。 しか し,大 事な部分を読

み落として しまう児童や指示語がどこの文を指 しているのかを見付けるのを苦手と

している児童が多い。

(2)単 元について

子どもたちは, 2年 生で 「きつつきJや 「お もちゃ大会を開 こうJと いう単元を

通 して,全体 と部分の関係 を考えなが ら順序を意識 して読んだ り,話 した りするこ

とを学習 してきている。

本単元は,そ の流れを受けてまとまりごとに大事な ことを正確 に読んだ り書いた

りすることを目的 としている。絵文字 という題材 を中心 に文章構成をふまえて内容

を的確に読み取るための説明文教材 と,ま とまりを考え,筋 道を立てて話 した り ,

話の中心 に気 をつけて聞いた りする音声言語の教材を通 して,論理的な思考力・ 言

語能力を高めることを意図 した構成 となっている。

「くらしと絵文字」では,絵文字 とはどういうものなのか,絵 文字の特長 とは何か ,

絵文字は これか らどのように活用 されていくのかが書かれている。 「絵文字」 とい

う言葉 自体は,子 どもたちの中で浸透 しているとはいえないが,実 際の生活の中で ,

絵文字 を目に していることは多い。そ こで,子 どもたちが意欲的に文章を読み取る

ことを目指 し,絵 文字を身の回 りか ら見付ける活動を行つた後 「学校に必要な絵 (絵

文字 )を つ くる」 ということを先に行 う。そのことによ り「くらしと絵文字」で読

み取つた ことが,自 分のつ くった絵文字の検証につながっていくという目的意識を

もつ ことができるとともに 「絵文字発表会 Jへ 向けての自信へ とつながっていく。

また,文 章の読み取 りを確実に行 うために,そ れぞれの特長を学習 した後に,教 師

の提示 した 「特長のない絵文字 Jを 改良 していくという活動を行 う。その活動を通
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して,絵文字が時代を超えて使われている理由をしっか りと読み取 らせていく。さ
らに,次への活動への見通 しをもつことができるように 3つ の特長の学習展開を同
じにしていく。授業を重ねていくごとに積極的に活動をできるようにするとともに ,

最後に行 う「絵文字発表会」へ向けて 「自分の絵文字を特長に合わせて見直 してい

く」という活動につなげていきたい。

研 究 の観 点

(1)学■過程の工夫について
単元構成の中で,最初に学校に必要な絵 (絵文字)を つくるということを設定 し
た。それは,そ の後の説明文をただ読むのではな く,読み終わった後に自分のつく
った絵 (絵文字)がその特長としつか り合致 しているかを確かめるという目的をも
たせた続みにすることで,内 容理解を確実にするためである。そのようにすること
で主体的な読みを促 し,読み取 りを活用へとつなげた。
本時では,説明文の文章構成がどのようになっているかを知 り,「特長の後に具
体例を示す」という文章構成の型を学習 した。そ して,特長がない 「先生の絵文字
をつくり直す」 という活動を行った。説明文で読み取つた特長に合わせて絵文字を

見直 し,同 じ理解のもとで全体交流を行 うことで,特長についての読み取 りを確実
にした。

また,そ の活動が最後に行 う自分の絵 (絵文字)を 特長に合わせてつ くり直して
いくことにつながり,よ り特長を意識した絵文字をつくろうという意欲化につなげた。

(2)言■活口の充実について
本単元では,説明文で学んだ ことをもとに絵文字発表会を行つた。発表会に向け
て,ス ピーチメモを作成 し, 自分がどの特長を意識 して絵文字をつ くったかをその
中に書いた。絵文字の特長と自分の作品との合致点を言語化 し,発 表することで ,
思考を深めていくことができた。

本時では,特長を理解 した後に教師のつくった絵文字をどのように変えていけば
よいかを考える場を設定 した。学んだことを活用 し,「走ってる 2人 の子がぶつかる
ような絵にした らよい」ゃ 「走っている絵に赤で×を書いた らよい」など自分の考

えを言幡化 した。特長との合致 を意由付けるために「見た しゅん間にOOOが 分か
るように」 という発表の型をつ くり,交流できるようにした。一人一人が絵文字を
つくり直 し,自 分がどのように直したかを発表させることで,説明文の内容の理解
を深めていった。

(3)学口菫歌を目める工夫について
本単元では,「学校に必要な絵 (絵文字)を つくる」という身近なことを題材に
し。 さらにつくった絵文字を委員会に提案 していくことを学習の導入の段階で確認

した。 自分の学校生活を振 り返ることで絵 (絵文字)を抵抗なくつ くることができ
るとともに,自 分のつくった絵文字を掲示 してもらえるように提案 していくという
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目的意識をもたせることで,よ り良いものをつくり上げていこうという意欲を高め
ていつた。 「学校に必要な絵 (絵文字)を つくる」 という最終日標となる課題提示
を学習意欲の柱にし,説明文の学習に対する意欲を同時に高めていった。
本時では,課題を「絵文字の特長を読み取ろう」 とした。 これにより,ど のよう
な点に注意 して読み進めていけばよいかを明確に意繊付けることができた。文章の

中から必要な文を見つけ出すだけでなく,そ の意味が実感できることで,子 どもた
ちの 「分かつた。Jと いう思いを積み重ねていくことができた。

また。活用の段階では,第一の特長のまとめとは明らかに 「ずれ」がある絵文字
を見せた。読み取ったこととは違うものを提示されることで,学習意欲が刺激され ,

「ちがう !こ うしたらよい !」 という発言が生まれてきた。絵を改良することで読

み取 りが確実に行われ,学習意欲の向上へとつながっていった。

3 単元の 目楓
【関心・意欲・態度】

。身の回りから絵文字を見付け表現していることを考えようとしている。

・絵文字の特長を読み取り自分の作品に生かそうとしている。

【話すこと・聞くこと】

・伝えたいことを選び。自分の考えが分かるように筋道を立てて,相 手や目的に応じ

た適切な言葉遣いで話すことができる。

【読むこと】

。文章や段落ごとの関係から,絵文字の特長や役割を考えながら読むことができる。
。目的に応じて内容を大きくまとめ,必要なところは細かい点に注意しながら読むこ

とができる。

0新出漢字の学習。

Oわ からない言葉を辞書を使って綱べる。

色々な絵はどこにあるだろう。

0教科書の写真をもとに知っていることを話し合
つ 。

いろいろな場所に絵が使われている。

0身近にある絵を見つける。

見付けてきた絵 を紹介 しよ う。

0身 近にある絵を紹介する。

☆集めてきた絵を説明することによって,話す活

動を行いながら次の説明文への意欲を高める。

【日・意・態】

身の回 りか ら絵文字を見付け表

現 していることを考えようとして

いる。 (行動観察・発言 )

4 指導計目
【評価規準】と視点主な学習活動と児童の様子0。 支援☆
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いろいろな場所 にいろいろな絵がある。

学校 に必要な絵 をか こう。

0絵 をつくる計画を立てる。

☆どこに, どのような絵が必要かを考えさせる。

O学校にあるといい絵を考える。
☆自分のつくった絵を委員会に提案することで意

欲をもたせて取り組ませる。

視点 1

これか らの学習 に対す る

意欲化

視点 3

身近な題材の設定

絵文字 について知ろう。

0全文を読む。

O全文を小段落に分ける。

☆ 1字下がりのところが分けるヒントになること

を伝える。

0く らしと絵文字の小段落①～③を読む。

☆写真や図と本文を対応させながら読み取らせる。

☆ 「このように」という指示語の指す内容をおさ

える。

伝えた い ことを色 と形 に して ,見 ただけ
でわかるように した記号を絵文字 という。

昔か ら絵文字は使われ,時代をこえて多
くの人々のくらしに役立ってきた。げんざ

い。私たちの毎 日の くらしの中には,た く
さんの絵文字が使われている。

0小段落④を読む。

O特長の意味を確認する。

絵文字の特長を読み取ろう。

0小段落⑤・⑥を音読し,絵文字の特長を読み取
る

☆教科書の挿絵と比

較 しながら特長に

ついての理解を深

めさせる。

視点 1

目的をもった読み

活用 して い くための読み

【読むこと】

文章や段落ごとの関係から,絵
文字の特長や役割を考えながら読

むことができる。 (発表 )

り
上
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特長―

その絵 を見た瞬間にその意味がわかる。

流する。

O一人一人特長に合わせた絵文字につくり直す。

0つ くり直した絵文字を発表する。

0絵文字の特長一を確認する。

絵文字の第二の特長を読み取ろう。

0小段落⑦～◎を読み取る。

先生の絵文字

先生の絵文字

0教 師がつ くった違和感
のある絵文字 をどのよ

うに直 した らよいか交

0教 師がつくった違和感
のある絵文字をどのよ

うに直したらよいか交

●
．

●
．
●

．
●
．
●
．
●

・

●

・

●

●
・
●
・
●
・

●
，

Ｃ
，
■

，
■

ャ
）
ψ
）
）
」

流する。

O一 人一人特長に合わせた絵文字につくり直す。

Oつ くり直した絵文字を発表する。

0特 長―・二を確認する。

絵文字の第二の特長を読み とろう。

0小段落⑩～⑫を読み取る。

☆教科書 の挿絵 と比較 しなが ら

特長 につ いての理解 を深 め さ

せ る。

□曰E「E圃

☆教科書の挿絵 と比較 しなが ら特長についての理

解を深めさせる。

特長二

伝える相手に規 しみや楽しさを感 じさせる。
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視点 2

言語化による特長の意識化

視点 2

言語化による特長の意識化

視点 1

目的をもった読み

活 用 して い くための読み

【読むこと】

文章や段落ごとの関係から.絵
文字の特長や役割を考えながら読

むことができる。 (発 表 )



特長三

その意味が言葉や年れいなどの違いを越

えてわかる。

先生の絵文字

0-人 一人特長に合わ
0つ くり直した絵文字

0教師がつ くった違和感の

ある絵文字をどのように

直したらよいか交流する。

せた絵文字につくり直す。

を発表する。

視点 2

言語化による特長の意識化

【読むこと】

文章や段落ごとの関係から絵文

字の特長や役割を考えなが ら読む

ことができる。 (発 表 )

絵文字のはたしている役割を読み取ろう。

絵文字は,く らしを便利で楽 しく,安全
にするだけでな く,世界中の人々がもっと
わか り合い,つ なが りを深め合 うのにも役
立つ。

「くらしと絵文字」 を内容 に合わせて大き

なまとまりに分けよ う。

0内容を確認しながら音読を行う。
☆小段落の内容とつながりをもとに考えさせる。

「くらしと綸文字は」内容で 3つ の大きなま

とまりに分けることができる。

3つ の大きなまとまりごとに大事なこと

を読み取ろう。

0絵文字の特長や役割を考えながら音読を行う。

絵文字は 3つの特長があ り,その ことに
よ り昔か ら今にいたるまでわた したちの く

らしの中にた くさん使われている。そ して ,

これか らは世界中の人々が もっとわか り合

い,つ なが りを深め合 うの に も役立 って い
く。
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今までの見直しを参考にして絵文字をつく

り直そう。

0特長一～三をもとに自分のつくった絵文字を見直

す。

☆どのように直すかを考えさせる。そのままでよ

いという場合は,その理由を考えさせる。

●小グループで評価を行い,ア ドバイスをし合う。

O見直し点をもとに新たに絵文字をつくり直す。

0発表会へ向けてスピーチメモを作る。

Oス ピーチメモをもとに自分の絵文字を発表する。

●発表を聞きながら聞き取リカー ドに意見を書く。

視点 3

目的意識をもった絵文字の

作 成

【口・意・饉】

絵 文字 の特長か ら作品 を見直

し,つ くろうとしている。 (ワ ー

クシー ト)

【■ 。田】

伝えたいことを選び,自 分の考

えが分かるように筋道を立てて ,

相手や目的に応 じた適切な言葉遺

いで話す ことができる。

(発表 。関き取 リカー ト)

絵文字発表会をしよう。
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(2)本 時の晨田 (8/18)

5 本時の実際
(1)本時の目椰
○ 絵文字の特長や役割を考えながら読み取り,活用することができる。

鶴百お濃
‐
う菖U‐
~~~~~~一 ―‐

・ つたえた いことを色 と形に して,見
ただけでわか るよ うに した記号を絵

文字 と言 うんだよ。

・昔か ら絵文字は使われていたんだ。

9-cll, b/: t-LBa< 6 Lo'Ft:fAt+ i

ヒ_J主在≦■_■隻,il■い,_il__………………‐」

小段落④を読んだ。 (代 表読み )

絵文字が使われている理由を絵文字の特長か ら

考えていくことを読み取つた。

特長の意味を確認 した。

すぐれている

ところ。

(読 む こと )

O掲 示物 を も
とに前時 の

振 り返 りを

行った。

○絵文字の特長か ら絵文字が使わ

れている理由を考えていくこと

を確認 した。

O辞 書で調べていたことを確認 し
た。昴ミ

糾
小段落⑤・⑥ を読んだ。(全 員読み・代表読み )

⑤段落に書かれている絵文字の第一の特長を確

認 した。
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教科書には,この絵文字でどんなことが分
かるって書いてあるかな,その部分に線を引
こう。

48ページの 2行日の『これ
を見た』から4行日の『でき
ます。』まで線を引きました。

48ベージの 5行日の『こわれ
やすい』から7行日の『くださ
い。』まで線を引きました。

絵はごちゃごちゃ

していないこと。

絵文字の特長―のま した。

絵文字は,見 たしゆん間に意味が分かる。

簡単に書か

れていること。

0教科書の文に線を引かせ。絵文
字と対比させなが ら特長への理

解を深めていった。

O海 に魚や船が描かれている地図
やコップに模様がある絵 と取 り

替えた。

☆絵文字の特長や役割を教科書の

文か ら読み取った り,変 えられ

た絵か ら,理解 した りすること

ができた。 (読むこと)

O「見た瞬間にわかるJと いうこ

とがどういうことなのか整理 し

た。

この絵がこうだったらどうなるかな。

見た瞬間に分かるという意味を具体的な例を挙

げて確認 した。

√ぶ【税・
響 卜ヾ・
. :_l_4

⇒

一
ま

と

め

めとま

ごちゃごちゃしてい

て何か分からないよ。

関係ないもの

は,書いていな
いこと。
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教師 の作 った絵 文字が ど

んな意 味か考えた。

仲良く遊ばうかな ?

「走ってはいけません」 という意味だ った こと

を確認 した。

O教 師のつくった絵文字を貼った。

○個 人ごとに描き直 させる。 手が

進まない子には,走 っている姿
の切 り絵 を渡 した。

O言 語化への手助けとなるよ うに

発表の前段の部分を 「走った ら

だめだ と見た瞬間に分かるよう

に」 と共通にした。

発表は, ビデオカメラを使いテ

レビに映 し出 して行つた。

☆第一の特長 とその具体的な内容

となる 3つ の点を活用 して絵文

字を描 くことができた。

(読 むこと )

学習 してきた ことを生か して,走 つてはいけな
いという意味が見た瞬間に分かるように絵文字

を考えた。

ム J

自分が描いた絵文字を発表 し

わたしは,走ったらだめ
だと見た瞬間に分かるよう

に走ったらぶつかってけが

をするという絵を描きまし

た。

背景が黒いから遊んじゃだめと

いう意味だよ。

もっとわかりやすく描いた方

がいいよ。

それじゃあ分からないよ。
に
絵

へ
う

に

用

ょ

元

活

の
を

に
考

描

１

長

か

を

点

特

る
字

視

　

す

文

見た瞬間に走っ

たらだめと分かる

ためにどうしよう

かな。

だめだから×を

すればいいかな。

わたしは,走った
らだめだと見た瞬間

に分かるように走っ

ている足を描き,だ
めだということが分

かるように×をつけ

ました。

視点 2 言語化
絵文字だけではな く,ど の
ように直 したのか文章で も書

いた。
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6 成果 と課■
(1)学口過程の工夫
～知■・技能を目得し,活用へと向かう授議晨■～

[成 果 ]

・ 説明文を読み取 り,内 容 を理解する習
得の場面か ら,実 際 に絵文字 をつ くっ
てみる活用の場面までの流れがわか り

やす く,内 容理解 につなげ る ことがで

きた。

・絵文字 と教科書の文を対比 させる活動

が ,特 長の理解 を深めるのに有効であ

った。

[薇題 ]

・習得か ら活用までの活動を 1単位時間

の中に全て含めるためには,時 間配分を

考えて進めていく必要があつた。

・習得すべき内容が教師か らの一方的な知

では.習 得 した内容が生か し切れなかっ

(2)言 語活動の充実
～言■化することにより思考を深める活動の工夫～

[成 果 ]

・絵文字をただ描 くだけでな く, 自分が どの

ように考えて描 いたのかを文章にしたこと

で,特 長との結びつきを意識させることが

できた。

・ワー クシー トを用意 し,そ こに書かせた こ

とで,自 分の考えを明確にすることができ

た。

[課 題 ]

・発表の場面では, 自分の考えを発表するだけにとどまって しまった。それぞれの考え

を交流 し,検 討することができれば ,よ り思考を深めることができた と考えられる。

・習得場面でも言語化を意識 した展開にすると,身 に付けさせたい力の確実な習得,思

考の深化へともっとつなげることができた。

考え,扱 う内容の軽重をしっか りと指導者が

議の提供 となって しまったため,活 用の場面

た。
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(3)学目菫欲を高める工夫
～凛■腱定の工夫によう意歓の向上～

[成 果 ]

・ 課題を分か りやす く設定 したため何をするか

が明薇であ り,子 どもたちは意欲的に学習に

取 り組むことができた。

・ AV機 器の活用を通 して、
員で共有することにより,

ができた。

児童の絵文字を全

意欲 を高めること

[凛■ ]

・ 1時間で身に付けさせたい力の確実な習得につなげるために,よ り多くの場面で,子
どもの書葉を繋いだり,考えを広げたりするような教師の意図的な働きかけが必要で
あった。

― %―



「身近な素材の活用Jによる事■相■0翼■
～実験と考察を繰り返 し,思考を深める学習展開の工夫～

(中学 1年  理科 単元名  「物質の区別の仕方」 全 9時間 )
初山用村立初山口中学校 古 ■ 正 之

1 は じめ に
(1)子 どもの実●
本学級の生徒は,明 るく活発で授業にもましめに取 り組み.学習規律がよく身に付
いている。積極的に発言できる雰囲気もあり,実験結果を予想する場面では活発な意
見交流も見 られるが,筋道立てて話すことを苦手とし,発 言できない生徒もわずかな
がらいる。実験・ 観察を好む生徒が多く, リーダーを中心に協力し,与えられた課題
に対 して意欲的に取 り組むことができるが,主体的に目的意識ももって課題を追究で
きる生徒は少数である。また,基本的な実験器具の操作が定着 していないことから,
事実に反した観察 。実験結果となった り,学習したことを日常生活 と関連付けて理解
した りできる生徒は少ない。

(2)単元について
本単元 「物質の区別の仕方」 と関連 した小学校での内容として,水溶液の性質を調
べ,区別することを学んでお り,物 質を性質によって区別 していくことは,素 直に受
け入れ られると考えられる。また。 ものは形が変わっても重さは変わ らないことや体
積が同じでも重さは違 うことがあること,電気を通すものと通さないものがあること,
磁石に引き付けられるものや引き付けられないものがあることを学んでいる。 しか し,

それは,あ る現象から見たものの姿や変化であり, ものを区別するための明確な手が

か りとしてとらえてはいない。 また, ものが何か らできているか考える経験はほとん

どないと考えられる。

そ こで,本単元では,身 の回 りにある 「ものJが何からできているのか興味をもた
せ,物質と物体の違いについてとらえさせたあと,物質にはそれぞれ固有の性質があ
り,そ の性質によって物質は区別できることに気付かせていく。物質を分類する視点
は,あ る程度の知識を身に付けていると考えられる「金属と非金属Jを 取 り上げ,金
属の性質について生徒自身に考えさせ,実験を通 して金属の性質を一般化 していく。
また,実 際に金属と非金属を区別する実験を通 して,ひ とつの性質だけではな く,複
数の性質で区別できることに気付かせ,加熱 したときの変化や密度の違いでも区別で

きることを学んでいく。 ここでは物質を区別することにより,物質概念の基礎を理解
させるとともに,観察・実験の基礎を身に付けさせることが主なね らいである。
指導にあたっては,生 徒の直接体験を大切にするため,観察・ 実験をできるだけ取
り入れる。そ して, 日常生活で利用 している身近な物質を扱い,生徒たちの直観的あ

るいは経験に基づく考えや判断を引き出し, 自然現象への興味・ 関心を高め, 日常生

活 と関連付けた理解を図つていく。また,生 徒自身に解決方法を考えさせたり,結果
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を予想させた りするなど, 目的意識をもった主体的,意 図的な観察 。実験を通 して ,

意欲的に学習を進め, 自然を探求する能力や態度を育成していきたい。

研 究 の観 点

(1)学口過程の工夫について
本単元では,身近なものを多く扱うことで,す でに学習 していたり経験によって身
に付いていた りすることを改めて検証 していつた。その中で,今 まで曖味だった知識
をはっきりとさせ,楽 しさを感 じさせなが ら正しい知識を習得させていった。 さらに

身近なものを使いなが ら,予想→実験→考察できるような活用場面を設定することで ,
習得 した知由を確実に定着できるよう学習過程を工夫した。

この単元における技能に関 しては,ガ スパーナーの使い方,メ スシリンダーの使い

方などがある。 こうした実験器具については,時間をかけて習得させ,実験などで活
用 していくことで薇実に定着させていった。また,メ スシリンダーについては, これ

から扱う測定機器に通 じる目分量の 10分 の 1ま で読み取ることを確認 した。

本時では,実験を通 して,「金属はみがくと特有の光沢が出る」 「電流がよく流れ
る」 という金属の性質を確認 し,そ の性質によって金属と非金属を区別することがで
きることを理解 していく学習活動を展開 した。生徒自らが考えた金属と非金属に区別

する方法を,様 々な金属を用いて確認 していくことによって,意欲的に楽しませなが
ら確実に知識・技能を習得させていった。 また,身 近にある金属と間違えそうなもの

や金属 と思わないようなものを用意 し,は たして金属か金属でないのか,実験によっ
て■かめていくという活用の場面をつくることにより,金属と非金属を区別する方法
を確実に定着させていった。

(2)●■活腱の充実について
言語化することにより思考を深める活動の工夫として,単元を通 して, 日常生活で
利用している身近な物質を扱い,生 徒の直観的あるいは経験に基づく考えや判断を引
き出し,授業を進めていった。 これによ り,一人一人がより主体的に授業に参加 し,
なぜその予想を立てたのか,理 由を発表した り書いた りすることによって自分の考え
をまとめ、人の意見を聞く態度を育てることができると考えた。それぞれの過程の中

で 「書く」 「聞くJ「発表する」 ということを大切にし,そ の中で, 自分の活動の日
的や自分の考えを明薇にし,そ れが知識や科学的概念の習得に結びつくよう配慮 した。
本時では,ま ず 「どのようなものが金属といえるのか ?」 という問いから,金属と
非金属を区別する方法を生徒自身に考えさせた。そ して,そ の考えが正しいかどうか
検離する実験を行い,一つ一つの結果からどのようなものが金属といえるのかを具体
的に考え,班 ごとに交流 し,言語化させた。また,課題か ら考察までの過程を,生徒
がどのように考えたのか把握できるような報告書を作成させた。

(3)学■菫歓を自める工夫について
単元を通 して, 日常生活で利用 している身近な物質を用いて経験に基づく考えや判
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断を引き出し,「 こう思 うけれど,実 際はどうなんだろう ?Jと 知的好奇心を刺激す
るような課題設定を継続 した。 「やってみたいJと いう意欲をかきたてるとともに「ど

う考えたらよいだろう ?」 「この結果から何が分かるだろう ?」 というような知的な

揺さぶ りが,生 徒の学習意欲を高めていくと考えた。 また,実験結果の予想を大切に

し,生徒一人一人の多様な考えが更に意欲を高め, どのような考えが正しいのかを結

果が出た時点で明薇にさせたいと考えた。

本時の課目は,実験を行った結果か ら得 られるまとめとつながるようにした。生徒

自らが考えた金属の性質と思われる内容の実験を行い。実験結果から考察されること

をグループ内で検討し,ま とめていった。さらに,ま とめられた金属の性質を活用す

る場面でも,見た日では判断しにくい「金属 らしくて金属でないもの」 「金属 らしく

なくて金属であるもの」を用意 し,「金属と非金属を区別 してみよう」 というように

思考を揺さぶることで,迷 いを与えるとともに,結 果に対 し驚きと感動を与えていく

ことで学習意欲が高まると考えた。

3 単元の 目楓
(1)総括的目標
身のまわりの物質をさまざまな方法で調べ,金属と非金属,有機物と無機物の連い

を見いだすとともに,密度が,物質を区別する手がかりになることを理解する。

(2)具体的目標
【自然現象への関心・意欲・態度】

①金属と非金属を区別する仕方に興味をもち,意欲的に調べようとする。

②物質を加熱したときの変化を調べる実験を,見通しをもちながら意欲的に行おう

とする。

③身のまわりにあるプラスチック製品に関心をもち,代表的なプラスチックの性質

を意欲的に調べようとする。

④物質を質量や密度の違いで区別することに興味をもち。意欲的にロベようとする。

【科学的な思考】

①身のまわりにあるものを例にあげ,そ のものを物質の名前と物体の名前でよぶこ

とができる。

②実験から,金属に共通な性質を複数あげることができる。

③物質を加熱する実験の結果から,物質を区別する手がかりであることを推曲する

ことができる。

④似たような金属どうしの密度を測定し,金属を見分けることができる。

【観察・実験の技能 。表現】

①物質の性質を整理して記録し,自 らの考えを入れながら。わかりやすく報告書を

作成することができる。

②ガスバーナーを正しく操作することができる。

【自然事象についての知識・理解】

①物質と物体について説明することができる。
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②金属と非金属について説明することができる。

③有機物と無機物について説明することができる。

④ PETと PEの 性質の違いについて説明することができる。
③質量および密度について説明することができる。

物

質

の

区

別

の

仕

方

【1時 間日】

何か らで きて いるのだ ろ う。

身近にあるものを次 々にあげ ,何 か らできてい

るのかを問いかける。

定規 ,消 しゴム , スプー ン, フライバン・
ベ ッ トボ トル.空 き缶,び ん 。・・

視点 3

知的好 奇心 を刺激す る課題

設定 の工夫

【関・意・態】

ものの材料が何で

欲的 に考 えている

察・発言 )

視点 2

思 考 を深 めるための言語化

【科学的思考】

身の回 りにある ものを例 にあ

げ ,そ の ものを物体 の名前 と
物質の名前でよぶ ことがで き

る。 (行 動観察 。発言 )

【知・理】

物質 と物体 について説明す る

ことができる。 (発 言 )

あるか ,意
。 (行 動観

びんやコップは

ガ ラスか らでき

ているよ。

ペ ッ トボ トル , 消 し

ゴムはプ ラスチ ック

か らで きて いるよ。

☆食塩,砂糖を用意する。
0食塩と砂糖を区別するためにはどうしたらよい
かな ?

見た 日で区別するの

はむずか しいなあ。

な め て み た

らわかるよ。

物 質 を区別 す るた めの 目印 を,性 質 とい う。

☆物質は ,

する。

金属 と非金属に分け られることを説明

物質を金属と非金属に区別するためにはどう

すればよいだろう ?

4 指導計画
主な学習活動と生徒の様子0・ 支援☆ 【評価規準】と視点

ものを区別する場合,そ の材料になってい
るものを物質といい.び んや缶 .なべのように

形や使い方に注目してものを区別する場合 .

のもののことを物体 とよぶ。
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金

属

と

非

金

属

0金 属の性質を考えよう。

電 流 が 流 れ

る と 金 属 で

ある。

ピ カ ビ カ 光

つていた ら ,

金属だろう。

磁 石 に つ く

と 金 属 だ ろ

う。

視点 2

思 考 を深め るための言語化

【2時間目】

金属 の共通の性質 について調べよ う。

0前時に考えた金属の性質について発表する。

[実験〕

☆ 5種 類の金属物質を用意する。

☆銅は表面の光沢をなくしておく。

・鉄   ・ニッケル  ・ アルミユウム  ・銅
・亜鉛

0生 徒が考えた金属の区別の仕方にそって 5

種類の金属の性質を調べる。

O結 果を班ごとにまとめ.交 流する。

O結 果か ら金属の共通の性質は何かを班ごと

に話し合う。

金属と非金属を見分けるポイン ト

・みが くと特有の光沢が出る。

・電流がよく流れる。

☆金属かどうかまぎらわしい身の回 りの物体

を用意する。

O金属か非金属かを予想する。

O実験して確かめる。

金属 には他にまだ共通の性質があるこ

とを知 らせる。

【3時間目】

電流がよ く流れる性質やみが くと特有の

光沢が出る以外の金属の性質を調べよう。

0前 時ですべての金属が手で曲げ られた ことか

ら,そ れ も共通の性質といえることを確認 し ,

軟鉄性の釘を用い。延性・ 展性について調べる
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視点 3

調べ てみた い と思わせ る課

題設定 の工夫

【関・意・態】

・ 金属の性質に興味をもち,意
欲的に調べようとする。

(行動観察・報告書 )

視点 2

実験 か らわか った ことを言

語化

【知・理】

。金属 と非金属について説明す

ることができる。

視点 1

習得 した知識・ 技能 の活用

【科学的な思考】

・ 金属 に共通す る性質 をあげ ,

活用することができる。

(発 言・報肯書 )



加

熱

し

た

と

き

の

変

化

で

区

別

0熱伝導性について調べる。

金属には熱がよく伝わる性質やたた くと

延びた り薄く広がった りする性質がある。

物質は金属と非金属以外に区別できるだ

ろうか ?

【科学的な思考】

・実験から,金属に共通な性質
を複数あげることができる。

(発 言 。報告書 )

【4・ 5・ 6時 間目】

0ガ スパーナーの使い方を習得する。

Oパ フォーマンステストを行う。

物質 を加熱 した ときの変化 を調べ よ う。

・ガラス

・プラスチッ

・鉄

ク ・紙

0用 意された物質の加熱後の姿を予想する。

ガ ラ ス や 鉄

は 変 化 しな

い の で は な

いか ?

プ ラス チ ッ

クは と け る

かな ?

紙 は 燃 え る

の で は な い

か ?

0実験をして確かめる。

加熱すると黒 く焦げて炭ができる物質を

有機物いい,炭 ができないものを無機物と
いう。

食物を加熱 したときの変化を調べよう。

0用 意された食物の加熱後の姿を予想する。

O食物をアルミホイルに包み.ガ スバーナーで
熱する。

☆生物や 生物か らで きて いる ものは,有 機物であ
る ことを知 らせ る。

☆プ ラスチ ックは物質 名ではな いことを知 らせ

る。

☆プ ラスチ ックには様 々な種 類があ る ことを知 ら

せ る。

加
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【技・表】

・ ガスパーナーを正

ることができる。

マンステスト)

し く操 作 す

(パ フ ォー

視点 2

思 考 を深 め るた め の 言 語 化

視点 1

習得 した技能の活用

【知・理】

・ 有機物 と無機物 について説明

することができる。 (報告書 )

視点 1

習得 した知識の活用



プラスチックを区別するためにはどうすれば

よいだろう ?

ブ

フ

ス

チ

ツ

ク

を

区

別

す

る

【7時口目】

0プ ラスチック製品に表示されている識別マーク

をもとに,身 の回りにあるプラスチックの種類

を調べ る。

PE  ・ PET PP PVC

プラスチックを区別してみよう。

0プ ラスチックの特徴について考える。

O実験をして薇かめる。       自籠さじ

フラスチ

"剣 嘴
ヽ

視点 3

知的好 奇心 を刺激す る課題

設定 の工夫

【関・意・態】
。実験 の 目的 を理解 し,関 心 を

もってプ ラスチ ックを区別 し

ている。 (行 動観察 )

視点 2

実験 か らわか つた ことを言

語化ほ と ん ど が 燃

え や す い が ,

燃 え に く い も

のもある。

水 に 浮 く も

の と浮 か な

い も の が あ

るね。 的確に実

とができ

プラスチ ックには様々な種類があ り,そ

の性質 も多様であるため,区 別するために

は様々な性質を調べる必要がある。

様 々な性質を調べず に物質 を見分ける方法

はあるのだろうか ?

【技・表】

・実験結果をまとめ ,

験記録 をまとめるこ

る。 (報告書 )

【知・理】

・ PETと PEの 性質の違 いに

ついて説明することができる。

(発 言・報告書 )
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9時 間 目】

金属 を区別 す るには どう した らよ いか。

0同 じ体積の金属を測定する実験を行 う。

物質の体積をそろえることができないとき

には, どうすればよいのだろうか ?

本物の金か どうか調べてみよう。

☆金色のスプ レーを塗 った銅

を用意する。

01cm3当 た りの質量を密度
といい,物 質 を見分ける手
がか りになることを知る。

O密度の計算方法を学ぶ。
0メ スシリンダーの使い方を
習得する。

O密 度 を測定 し,金 色の物質
が何であるか確かめる。

O 金属と非金属について説明することができる

【関・意・態】

物質 を質量の違 いで区別す る

ことに興味 をもち,意 欲的 に
調べている。

視点 3

知的好 奇心 を刺激す る課題

設定 の工夫

【関・意・態】

物質を密度の違 いで区別する

ことに興味をもち,意 欲的に
調べている。

【知 。理】

密度について説明することが

できる。

視点 1

習得 した知識・ 技能の活用

【技・ 表】

メス シリンダーを正 しく操作

することができる。

【8

密

度

で

区

,リ

す

る

2

5 本時の実際
(1) 本時の目標
0 金属と非金属を区別する仕方に興味をもち,意 欲的に調べようとしている。

(関心・意欲・態度)
O 金属に共通な性質を複数とりあげ,金 属と非金属を区別することができる。

(科学的な思考 )

(知 識・理解 )
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(2)本 時の晨口 (2/9)

実験結果を交流。

生徒の活動 支援〇・評価☆の実際

・ 金属な らば表面に光沢がある。

・ 金属な らば磁石につく。

・金属な らば電流が流れる。

・金属な らば Fで 曲げ られない。

・ 金属な らば金色か銀色をしている。

・金属な らばキーンという高い音がする。

視点 3 課題設定の工夫
知的好奇心 を刺激 し,生 徒 自ら
考えた金属の性質 を調べる実験 を

金属の共通の性質 について調べよ う

電流 が流れ るか ど

うか調べ る ときは ,

豆電球 が つ くか ど う

かで確 認 しよ う。

すべての金属が磁

石につ くのかな ?

電流が流れ るか

調べてみよう。

銅は光沢がな いか ら,す べての金属 に

光沢があるわ けではな いのかな ?

視点 2 言語化
実験結果か ら,金 属の共通の

性質 とその理由を報告書にまと

め,発 表 した。

導

入

５

分

展

開

２０

分

≪課題 ≫

実験方法の確認。

生徒が考えた金属の区別の仕方にそって

種類の金属の性質 を調べた。

○前時に考えさせた金属の性質を発

表させ,実験内容を確認させた。

O鉄 ,ニ ッケル・ ア
ル ミニウム,亜 鉛 .

銅 の 5種 類 の 金属

を用意 した。

○ 銅 は 表 面の光沢 を

な くしておいた。

☆すべての金属に共通の性質 を見つ

けるため,意 欲的に実験 していた。

(関・意・態 )
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ま

と

め

１５

分

″[で 結 果か らわか る ことを考察 し ,

鋼の表面をみが き ,

した。

光沢 が出る ことを確 認

≪まとめ≫

金属 の性質

・みが くと特有の光沢が出 る。

・ 電流がよ く流れ る。

○鋼の一部に光沢が見 られた との意

見か ら,銅 をみが いた ら光沢が出
るのか確認させた。

☆実験 結 果 と班 で の 交流 か ら金属 の

性 質 をま とめる ことがで きた。

(知 ・理 )

○身の回 りの物体で ,「 金属 らしく
て金属でな いもの」 「金属 らしく

な くて金属であるもの」 を用意 し

た。

○物体その ものではな く.物 体 に金
属が使われているか予想 させた。

☆ 金属に
'ヽ

通な性質か ら,物 質を金
属 と非金属 を区別す ることがで き

た。 (科 学的な思考 )

○ 金属以外の物質で も,電 流が流れ
ることを確認 させた。

○表面に特有の

光沢があって

も金属とは限

らないことを

確認させた。

発

展

10

分

次のようなまぎらわ

金属に区別 した。

10円 玉   ・銀紙
銀色のお菓子の袋

しい物 体 を 金属 と非

・ ア ラザ ン

・ 鉛 筆 の芯

金属か非 金属なのか 予想 し,実 験 を行 つた。

表面 に特 有な光沢があ って も,電 流 が

流れ な い ものや電流が流れ て も光沢がな

い ものは非金属であ る。

すべての金属 に電流が流れ るの

で,電 流が よ く流れ る ことは共通
の性 質である。

銅は光沢がない

ので, 光沢がある

のは共通の性質で

はない。 磁イfは 鉄 とニ ッケル しかつかないので,磁

イfに つ くことは共通の性質ではない。

銅 をみが くとピ カピ カ し

て きた。 みが くと光沢が出

るのが 金属 の性 質なんだ。

視点 1 習得か ら活用ヘ
ー般化 した金属 の性質 を使 つ

て まぎ らわ しい物体 を金属 と非

金属 に区別 した。

光沢があって も,電 流が流
れないぞ。 これは金属 じゃな

いのかな ?

。次時 の 予告

― %―



成果 と課目

(1)学ヨ過程の工夫
～知■・技能を目得し,活用へと向かう授菫晨日～

[成 果 ]

・ 生徒自身が考える金属の性質 をもとに,そ れ

らを検証する実験を行 うことで,す でに身に

付いていることを正 した り,確 認 した りする

ことができ,金 属 と非金属を見分ける方法 と

しての 「金属の共通の性質」 についての正 し

い知識を習得させることができた。

・習得 した知識を使い,身 近にある金属 と間違

えそうな ものや金属 と思わないよ うなものを実験 によって確かめていくという活用

の場面をつ くつた ことで,金 属 と非金属を区別する方法を確実に定着させることが

できた。

[課題 ]

・ 金属の性質を調べる実験の前に,実 験対象の物質が金属であると明 らかに しておけ

ば ,す べて共通の性質になった時点でスムーズに 「金属の共通の性質」を認識でき

たと考え られる。

(2)言 語活動の充実
～言露化することによ り思考を深める活動の工夫～

[成果 ]

・ 「どのような ものが金属 といえるのか ?」 と

いう経験に基づく考えや判断を引き出す こと

ができる課題を設定することで,金 属 と非金

属を区別する方法を生徒一人一人か ら引き出

して言語化 させることができた。

・実験結果をまとめる過程で班ごとに考えさせ

て意見を交流させた ことは,思考を深めるた

めに有効であつた。

[課題 ]

・ すべての物質で,実 験結果が予想通 りにな らなかった もの も共通の性質になること

について,子 どもたちに話 し合わせていた ら,次 時の金属の延性・展性につないで

いくことができた と考えられる。

・子どもに提示 した発表の型をもっとシンプルにした方が思考を深めるために効果的

であった。
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(3)学 目意欲を高める工夫
～課■設定の工夫による意欲の向上～

[成 果 ]

。子どもたちの実態に合った,知 的好奇心を刺激

するような課題を設定 したことで,学習意欲を
高めることができた。

・活用の場面において,金 属に見えるよ うなもの

を用意することで,実 験結果に驚きを与え,意
欲を高めることができた。

[課 題 ]

・課題設定後,実 験の調べる順序や内容な どもそれ
意欲的に取 り組めたのではないかと考えられる。

ぞれの班で相談させたほうがより

～生徒の実験 レポー トより～
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『颯付きを生かした撃びの週籠性』による事■相■の奥■
～演繹法を用いた探求的な算数的活動を取り入れた,習得から活用への学習展開の工夫～

(小学 5年  算数科 単元名「三角形や四角形の角」 全 6時間 )
羽幌町立羽幌小学校 五十日 暴 塁

1 はじめに
(1)子どもの実颯
行事などでは, リーダーを中心に協力して取 り組むことができる。 また。係の活動

や委員会活動などで自分の役割をきちんと果たせる児童が多い。 しかし,指示された

ことはしっか りとできるが,自 分たちで問題意識をもった り,新 しいことに取 り組ん

だ りということには消極的な面が見られる。疑間に思つたことやつぶやいたことを生

か し,そ こか ら調べる学習や自主的な活動を通 して,追 究心や自主性を養つていくこ

とが課題である。

算数に関 しては,基 礎の定着を目指 した学習には意欲的に取 り組む児童が多く,四

則計算については個人差はあるものの概ね習得 している。 しかし,問題を読み.立 式

できたあとでも,「 どうしてその式になるのか」 「どうしてこうなるのか」などの .

自分の考えを表現する場面になると,消極的になる児童が多い。問題解決的な学習を

中心に進め,場 面状況を図や絵で表 した り,グループごとに考えを交流 した りするこ

とを通 し, どの児童も自分な りの考えをもち,課題に対 して出てきた様々な考え方の

中か ら,合理的な方法を選択できるようになっている。

(2)単元について
これまで 5年 生は.図 形の構成要素としての角について, 4年生のときに二等辺三

角形や正三角形を考察する場面で,角 の相当関係に着日した り, 2つ の直線の開き具

合を表す量としての角について学習した りしてきた。 また, 5年 生の 「合同な図形」

でも,対応する角の大きさを利用 して頂点を決定 し,合 同な図形を作図するなど,角

に着日した学習を行つてきた。

本単元も角を扱 う学習ではあるが,た だ三角形の内角の和について考察するだけで

はなく,三 角形の内角の和のきまりを使って,四 角形や多角形などの内角の和がどう

なっているのかを追究 していくことで,図 形のもつ面白さを実感することを目的とし

ている。具体的には,初めに,い ろいろな方法で三角形の内角の和が 180度 である

ことを発見 したり,確 かめた りする活動を経験させていく。そ して,「三角形が 18

0度 ならば四角形は何度だろう」という問いのもとに新 しい活動が展開するようにし,

筋道を立てて考える力を伸ば していく。また,三 角形について学習 したことをもとに ,

ほかの図形でも同様な方法を用い,多角形の内角の和を考察する際に三角形の内角の

和を活用すれば求められることにも気付かせていく。 これらの活動を通 して多角形の

性質を見つけていくことにも重点をおく。
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指導に当たっては,実 際に角を切 り取っては り合わせた り,い ろいろな角を実測 し
てたし算 した りといろいろな方法を出させていく。そ して 「本当にどんな場合でも同

じになるのか ?」 などの問題意識をもたせて活動させていく。 これ らの算数的活動を

行 う時間を確保することで,形式的に覚えるのではなく,十分に図形の性質を理解す
ることができるように配慮 していく。また。前時に学習したことが次時の学習にす ぐ

に生かされる単元でもあるので,前時の振 り返 りを行い,そ れを十分活用するよう助
言し,新 しい課題解決の方法を児童が自分の力で発見できるようにしていく。

研 究 の 観 点

(1)学口過程の工夫について
知識・ 技能を習得 し,活 用へと向かうために,本単元では,『図形の敷き詰め→三
角形の内角の和のきまり→四角形の内角の和のきまり→多角形の内角の和のきまり』

と学習内容の設定を段階的にし,次の学習へとつながるよう配慮 した。 また,学ぶ楽
しさを味わわせる工夫として,敷 き詰め棋様を作つた り,実際に測った り,角 を集め
た りといった作業的な算数的活動を行う時間を確保 して,児童の気付きを大切にした
授業展開を行った。児童の気付きを大切にすることで,楽 しいと感 じながら習得 した
知議を,使 ってみたいなという思いにつなげていった。
本時では,前時までに習得 した 「三角形の内角の和は 180度 である」 ことをもと
に対角線をかいて 2つ の三角形に分けて考えた り, 4つ の角を切 り取って並べた りし
て考察 していくことが考えられた。 この時間に身に付けさせたい力を『対角線をかい

て三角形をつくると四角形の内角の和がわかる』 と設定 した。そこで,「 どんな四角
形でも素早く内角の和を求められる方法はどちらなのかJと 投げかけることで問題意
繊を明凛にさせた。 どちらが合理的であるかを気付かせたことで,確実に知識・技能
を習得させることができた。

習得 した知識 。技能を活用させるためには,す ぐに定義をしないようにした。偶然
になった可能性 も考慮 し, どんな四角形でも活用することが可能なのかを確かめるた
め,一つの頂点がへこんでいるような四角形をいくつか活用問題にして■かめさせた。
どんな場合でも本時で習得 した知識・技能が使えることを児童に実感させるため,学
級全体で確認するような場も意図的に設定 した。

(2)言■活鵬の充実について
言語化することにより思考を深める活動の工夫として,単元を通 して,自 分の考え
を表現するための伝え合う場を設定 して授業を進めた。また,そ の時間に身に付けさ
せたい力を明確化 し,言語化させたいこともはっきりさせた。言語化は,書かせるだ
けではなく,声 に出させることで更なる知識の定着につなげた。
伝え合う場では,自 力解決で考えた方法をグループ交流 した り,全体交流 した りす
ることで,全 員が考えをもてるようにした。また。話 し合いをすることで思考をまと
め,何 を習得 しようとしているのかも明薇にした。
本時では,「 どうゃって求めたのか」 という発間を意図的に行いなが ら授業を進め
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「対角線を 1本 かいて 2つ の三角形に分けると 360度 だとわかる。」ということに
着目させることで言語化につなげた。 どんな作業を行ったのかを考えさせたことで ,

合理的な方法に着 日でき,そ の作業内容を言語にしてまとめさせたことで,学びの一

般化へと結びつけた。言葉にすることで,単なる作業で終わることなく,思考を深め
ることができると考えた。

(3)学口菫歓を

“

める工夫について

課題設定の工夫によるアプローチは,教師から言われた指示にしたがって活動させ

るのではなく,課題を通 して児童自ら考えたことを追究できる活動とした。例えば ,

三角形の内角の和を求める場合でも,「本当にどんな三角形でも 3つ の角の大きさの

和は 180度 になるのか」と課題を工夫することで,「やってみたい !」 「考えてみ
たい !」 という意欲をもたせた活動としていつた。また,そ うすることで 「四角形は

どうなるだろう」 「五角形ではどうなるだろうJと 自ら意欲的に学習に取 り組めるよ

うになると考えた。授業中は,児 童のつぶやきや意見を大切にすることを心がけ。児

童が 「この場合はどうなるのかな ?」 という疑間を連続 してもつことができるような

場面も設定 した。

本時では,前 時までに学習したことを意識させたとともに,前時にはなかった 「角

の大きさを測 らないで」 という条件を加えることで知的好奇心を刺激 し,活 動させた。

課題に適度な負荷を与えることで,「 どうなるのだろう ?」 と問題意識をもって活動

に取 り組めるようにするとともに, これまでに習得 した知識を,ほ かの図形でも活用

できないか考えさせた。

3 単 元 の 目標
三角形,四 角形の角の大きさの和について調べ,そ の性質を理解するとともに,多角

形の角の大きさの和の求め方を考える。

【関心 。意欲・態度】

・三角形や四角形の角の大きさの和を調べようとする。

【数学的な考え方】

。三角形の角の大きさの和が 180度 になることを,説 明することができる。

・三角形の角の大きさの和が 180度 であることをもとにして,そ のほかの多角形の

角の和の求め方を考えることができる。

【表現・処理】

・ 三角形,四 角形の角の大きさの和をもとにして,未 知の角の大きさを求めることが

できる。

・ 辺や頂点の数に着日して多角形を弁別することができる。

【知識 。理解】

。三角形の角の大きさの和が 180度 であることがわかる。
・ 多角形の内角の和は,三 角形に分けて考えればよいことがわかる。

・ 五角形,六 角形,多角形の意味を知っている。
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4 指導計画
主な学習活動と児童の様 r◎・ 支援☆ 【評価規準】と視点

つ

か

む

1

どんな形が敷き詰められるだろう

◎身の回 りにはどんな敷き詰め模様があるかを

話す。

◎ どんな形が敷き詰め らオlる か 予想する。

☆ i角 形,四 角形だけではな く, 三角形など

も提示 し,問 題意識を高める。

0合 同な図形の敷き詰め活動を行う。
☆ i角 形の 3つ の角に色分けな どをさせ ,

き詰め後の位置関係をはっきりさせる。

三角形や四角形な ら,ど んな形でも敷き
皓め られる。

三角形には何か秘密があるのかな ? :

敷

は
ら

？

形
め
な

角
詰
か

五
き
る

敷
れ

方
形
れ

正
角

ら

や

．
め

形
角
詰

方
直
き

。

長

，敷
ね

形
は
る

点 3

知的好奇心を劇凛する課■
設定の工夫

【関・意・態】

i角 形 .四 角形で平面を敷 き
詰める活動 を進んで取 り組む

ことを通 して ,角 の大きさの

性質などを発見しよ うとする。

(行 動観察・ 発言 )

視点 1

活用へつなげる合同な図形
の敷き麟め活動

【考え方】

三角形や四 角形を ヽ

`面
に敷 き

詰め るのに,辺 の長 さや角の

大きさに着 日して作業す る こ

とができる。 (行 動観察・発言)

と
　

うヽ
　
・え
　
る

2

★前時の敷き詰め模様か ら, どんな i角 形で

も 180度 にな るのか とい う疑 間 を もた
せ,一 般的な図形について調べさせる。
0内 角の和が 180度 であることの 一般化。

一
【三菫形の 3つ の角の大きさの和は loO度 。1

【考え方】

・ 三角形の内角の和が 180度
になる ことをいろいろな方法

で調べようとする。 (イ f動 観察 )

脇 める課題設定の工夫 i

【表・処】

・ i角 形の内角の和が 180度
であることがわかる。

(行 動観察・ 発言 )

「酢ず誓裸めるための言語■ i
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ひ

ろ

げ

る

三角形の角の大きさを求めよう。

0三 角形の内角の和が 180度 であることを使
い.わ からない部分の角の大きさを求める。

☆正三角形や二等辺三角形など三角形の性質

を想起 しないと解けない問題にも挑戦させ

る 。

今度は,四 角形を調べてみたいな。

角の大きさを測 らないで 4つ の角の大き

さの和を求めよう。

0四角形の内角の和はどれくらいか予想する。

O角 の大きさを測 らないで,求 める方法を考

える。

☆三角形の内角の和の求め方をもとにして考

えさせる。

【表・処】

三角形の内角の和が 180度
であることを用いて,未 知の

角の大きさを求めることがで

きる。 (ノ ー ト)

【表・処】

三角形の内角の和 を使つて ,

四角形の内角の和を求めるこ

とができる。(行動観察・発言)

鷺 素需毬:
1鴨●Ⅲ …Ⅲ颯、。4.籠碑

0ど んな四角形で

る方法はどちら

も簡単に内角の和

なのかを考える。

を

対角線を 1本かいて三角形をつくると四角

形の 4つ の角の和を求められる。

0どんな四角形でも使えるか挑戦する。

五角形ではどうなるだろう ?

三角形の内角の和を使えば求
め られるよ。

一
ヽ
うよじ同

。

と
ね
き
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多角形の内角の和の秘密を探ろう

◎多角形について知る。

◎多角形の内角の和を表にまとめ, きまりを見

イヽナける。

角が 1つ増えるごとに内角の和は 180度
ずつ増える。

，

●

● rr角 形の角の大きさの和は何度だろう ?

【考え方】

三角形の角の大きさの和が 1

80度 であることを もとに し
て,そ のほかの多角形の角の

和の求 め 方を発展的 に考える

ことができる。

(発 言 。ノー ト)

視点 1

習得 した知繊・ 技出の活用

視点 2

思考を深めるための言略化

視点 3

考 えた いと思わせる課題設

定の工夫

帖̈
”輯

四
っ
に
え

。

２
形
考
ね

の

．
は
ろ

形

・数
だ

角
は
の
つ

○
き
形
く

？

と

角

い

う

練習問題 に挑戦だ !!

O角 形の角の 大きさの和の求 め方 を式に表
す 。

0『た しかめてみよう』 の

認をする。

☆ どうしてその答えにな

る。

練習問題で単元の確

つたのかを説明させ

角

０
分
角

の
０
　
・‥

形
ｌ
ら
る
沖

角
は
か
れ
如

百
数
だ
ら
の

の
個
け
形

る
○

め

れ
＜
求
』阻】るね。

分
角
２
れ

．

一
・ら

【知 。理】

・ 内角の和を用いて , 木知Iの 角

の大きさを求めることができ .

用 .・IIを 正 しく理解 している。

(ノ ー ト)

視点 2

学びの一般化を図る解法の

説明
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5 本 時 の 実 際
(1) 本時の日欄
O 三角形の内角の和を使つて,四 角形の内角の和を求めることができる。

(表現・処理 )

○  どんな四角形でも, 4つ の角の大きさの和が 360度 になるかを確かめようと
している。                      (関 心 。意欲・態度 )

(2) 本時の晨口 (3/6時 間 )

○三角形の掲示物を使い。学習を

振 り返らせた。

O前 時 までに習得 した知識が使え
ることを意識させた。

○ 自由に操作

活動がで き

るよ う四角

形の図を配

付 した。

O三 角形が 2つ 合わ
になるものを提示

内角の和が使えな

せた。

さる と四 角 形

し. 三角 形 の

いか を想 起 さ

児童の活動 支援○・評価☆の実際

l'',aMahhotut* I 8 oEt: tta !."
:・ 四角形だ とどうな るかな ?        :

三角形の内角の和の求め方を振 り返つた。

・四角形の内角の和は何度になるかな ?

分度器をつかつた ら求められたね。

長方形の角は 90度 × 4な の
で, 360度 じゃないかな ? 視点 3 課題設定の工夫

角の大きさを測 らないという

条件を加えることで,知 的好奇
心 を剌激する暉■設定 とした。角の大きさを測 らないで 4つ の角の大き

さの和を求める方法を考えよう。

角度を測 らな くて も ,

様 々な方法で四 角形の

内角 の和が求 め られ る

よ !

対角線 を 1本 か く

と 2つ の三角形に分

け られます。
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ま

と

め

分

発

展

20

分

どんな四角形で も早くて簡 単に求め られ るの

はどの方法なのかをグループで 交流 した。

考えた ことをノー トにまとめ.発 表 した。

《まとめ≫

どんな四角形で も使えるかやってみよう。

☆ 角 の 大 きさ を測 らな く

角形 の 内 角の和 を使 つ

の 内 角の和 を求 め る こ

た。 (表 現・ 処理 )

○ ■Frl形 の 内 角の き ま り

法 には ,い ろ いろなや

る ことに気付かせた。

て も、 i
て四角形

とがで き

を使 う方

り方があ

な場 合で も対 角線 をか

三角 形が で き る こ とを

○ どのよ う

くことで

確認 した。

○様 々な四角形を書 いたプ リン ト

を用意 し,発 展問題 に取 り組 ま
せた。

☆学習 した ことを生か して、 4つ

の角の大きさの和が どんな四角

形で も 360度 にな るか を確か
めようとしていた。

(関 心・意欲・態度 )

対 角線 は 1本 だ けの

方が ,三 角形が 2つ な
ので, 180度 × 2と
できて簡単だね。 視点 2 言語化

どうや つて求 めた ときが早 く

て簡単だつたのか を ノー トにま

とめ ,発 表す ることで確実な定
着を図つた。

対角線を 1本 かいて三角形をつく

ると四角形の 4つ の角の和を求めら

れます。

視点 1 習得から活用ヘ

活用場面を設定 し,習 得 した
ことを薇実に定着させた.

さ つ き と同 じ

よ うに考 えた ら

できるかな ?

や っば り 三角

形 が 2つ に な っ

た。

対 角 線 を 1本

か くだ け で ,求
め られ るよ。

-46-



対角線をどこにかいたか発表 した。

合同な 2つ の平行四辺形を合わせ。大

きな平行四辺形に した場合は どうな る

かを考えさせた。

五角形では どうなるだ ろ う ?

形
め
角
求
三
が
と
和
く
の
か
角
に
の
こ
つ

こ

４

サだ
で
本
の

１

る
を
き

。

線
で
す

角

つ
ま

対
２
れ
が
ら

合わせた もので も大きな平行四辺形

と見ることがで きるので,対 角線 を 1

本かいて求めることができます。対角

線はここからかきました。
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6 成 果 と課 題
(1)学■過程の工夫
～知臓・機能を目得し,活用へと向かう授菫晨開～

[成 果 ]

・ 前時 までに学習 した 「三角形の内角の和は

180度 である」 ということをしっか り身
に付けさせた ことで,子 どもたちは見通 し
の段階か ら,四 角形に対角線 を引けば三角

形 2つ に分けられそ うだ と気付 き,そ の気
付きを学習に生か しなが ら学びの連続性 を

実感 していた。

活用の場面でプ リン トを使 い。「どんな四角形の場合でも対角線 を引いて三角形に

分けて考えると,内 角の和を求めることができるか ?』 を確かめた ことで, rど も
たちは,そ の時間に身に付けた ことを生か し活動することができた。

[課 題 ]

・習得 した ことを活用する授 業展開はよかったが ,

前半の習得の段階に時間が取 られ,活 用の時間が
短 くなって しまった ことが挙げ られる。計画の段

階か ら,活 用場面の時間をどれ くらい確保できる
かを吟味 していく必要がある。

(2)言目活動の充実
～言日化することにより思考を深める活動の工夫～

[成 果 ]

・ 前時 で学習 した ことを根拠 に′:ミ しなが

ら,グ ループでの話 し合いを進めた こと
で自分の考えを確かめた り, 人の意見を

聞いて考えをまとめた りすることができ

た。

話 し合 った ことを 自分な りに まとめ ,全
体 の場 で発表 した ことで 更な る知識 の定

着につなげることができた。 また.考 えた ことを言葉にして発表することで,内 容
理解 を深めることにもつながった。
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(3)学 冒意欲を高める工夫
～課■殷定の工夫による意欲の向上～

[成 果 ]

・ 課題 に 「角の大きさを測 らな い」 とい

う条件 を付けた ことで ,課 題解決に向

けて意欲的 に活動する姿が 見 られた。

条件 を提示 して,あ る程度の負荷 を加

えることは ,学 習意欲 を高めるのに効

果的であつた。

[課 題 ]

。「角の 大 きさを測 らな い」 とい う条件 を

き出す 手 立てがあれば ,更 に効 果的であ

[課 題〕

・ 活動の場面は思考を深めるのに効果的であつ

たが ,話 し合いの柱である 「よ り速 く.簡 単
に求めるJと いうキー ワー トをもう少 し強調
で きていれば ,話 し合いの内容が もっと充実
したと考えられる。

児童のつぶやきや意見を大切にし.児 童が
「この場合は どうなるのかな ?Jと いう疑

間を連続 してもつ ことができるよう声をか

けた り,対 応の仕方を 11大 した りした こと

で,授 業の最後 まで児童のやる気を引き出

しなが ら,内 容理解へ とつなげることがで

きた。

提示する前に,も つと児童の学習意欲を引

った と考えられる。

課題に条件提示をした場合としなかった場合では,子 どもたちの活動の幅 も変わつ

て くる。学習意欲を高める上で どちらが効果的なのかは,今 後 も検証 していく必 要

がある。
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[1学習過程の工夫について  〕

12言語活動の充実について  〕

13 学習意欲を高める工夫について     〕



3か年継続研究がスター トし,今年度は 2年 目を迎えた。「確かな学力をはぐくむ学習
指導の実践的研究」の研究主題のもと,「学習過程の工夫J「言語活動の充実」「学習意
欲を高める工夫」の 3点を柱に立て,研究を推進 してきた。
「口薔科」「理科」 「算数科Jによる 3本の検証授業から得た研究の成果と課■は以下
の通 りである。

授業づくりにおいて大切なことは,ま ず児童生徒の身に付けさせたい力を明確にし,その

力を確実に身に付けることができるよう,いかに授業を構成していくかを考えることである。

今年度の検証授業においては,身に付けさせたい力を明確にし,その習得を中心とする前半

の授業から,習得したことを活用する場面を後半の授業にな図的に設けることで,確かな学

カヘとつながる授業展開を目指した。 1時日の授業にこのような流れを作ることで,「身に

付けさせたい力Jをより確実に身に付けることができ,確かな学カヘとつながつていくこと

が検証授業から明らかになった。

身に付けたことを児童生徒の「使ってみたい !J「やつてみたい !」 という自然な欲求を

かなえる場として,活用場面が大きな成果をあげていた。 1時間の授業で,活用場面を設定

することで,児童生徒の課題解決に向けた意欲的な姿を見て取ることができた。

さらに, 1時間の授業だけでなく,単元を通して,習得場面と活用場面を計画的に配置し,

それを積み重ねていくことの重要性も明らかになつた。単元構成の中でバランスよく,習得 ,

活用場面が配置されていくべきである。

―

"―



1時間単位で,習得から活用を考えた場合,その時間配分が課題となった。

習得にあまり時間をかけず,■得すべきことが理解されていなければ,活用における児童生

徒の「やつてみたい !」 という欲求は希薄になり,課題解決をしたという成就感がもてない。

しかし,習得に時間をかけすぎては,活用場面での活動が限られたものとなってしまう。

習得から活用を目指す授業では,ま ず,身 に付けさせたい力を習得した実感を児童生徒に

もたせることが重要である。それが,共有されることで,活用場面での学級としての学びが

深まると考えられる。

また,日得から活用の流れだけでなく,活用から習得へと向かう流れの中でも,確かな学
カヘとどのようにつなげていけるか検証していく必要がある。

既雷事項を生かしながら,筋道を立てて考える。それを「言語化する」ことで自分の考え
を明確にし,考えを深める授業を目指し,検肛授業を行った。
算歓科の授業では,理由を明確にし,根拠を示しながら自分の考えを言語化したり,理科
の授業では,実験結果を表にまとめ,その結果について考察することで言語化したりした。
言語化を,思考を深めるという視点から授業づくりをすることは,児童生徒の知識・技能の
習得につながると同時に, 自分の考えを明確にし,考えを深めることができるということが
児童生徒の発表の様子から明らかになつた。

また,国語科では,絵に描く活動を行う際,言語化を同時に行うことができるよう発表す
る型を示した。ワークシー トに自分の考えを書く欄を設けることで,「言語化するJこ とを
自然と促していた。

自分の考えをノー トやヮークシー トに書くことでまとめる時間をつくることが, 自分の考

えを明確にでき,それをグループや全体の場で発表したり,聞 いたりすることで深まりが見
られた。言語化する場を適切に配置することが,思考を深めることに大きな成果を生み出す
と考えられる。
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授業の中で,児童生徒が考える視点を明確に,または強日して示すことで,■語化する意

図が明確になり,言語化の質を高めることにつながると考えられる。限られた時間の中で ,

児童生徒の思考を深めるためには,何 を考えるべきなのか,どの考えを伝えるべきなのかの

判断が必要となる。

また,言語化の機会を学習過程の中で,いかに保置していくかということも重要である。

思考を深める場面には,個人で深める場面と全体の中で深める場面がある。 1時間の授彙の

中で,どの場面で,どのように位置付けていくことが,確かな学カヘとつながるのか,検肛

が必要である。

「この 1時間で何を学ぶのかJ,児 童生徒の知的好奇心を揺さぶり,学留意欲を刺激する

課題に視点をあてた授業づくりを行つた。■■設定においては,その提示の仕方に工夫が

あつた。

提示方法は 3つあつた。

1つ 目は,簡単にできると思つている児童生徒に,少 しの負荷をかけることで学留意欲を

刺激する方法である。簡単なものよりも,少 しの負荷がある方が児童生徒の意欲が高まつて

いた。 2つ 日は,単元を通して大きな課■を提示する方法である。 1時間の授業の朦■とは

別に,単元を通した課題を提示することで,学留意欲の機続につながつていた。 3つ 日は ,

日常生活の中にある身近なものから科学的思考への充実感を得られるように工夫した課目
を

提示する方法である。自分の生活とかけ離れたものではなく,身近なものであることがロベ

てみたいという意欲を高めていた。

短い文書で示す学習課■にも,学習意欲を高め,確かな学力へとつなげる大きな力がある

ことが検饉授業で明らかになつた。このはたらきを教師が理解し,授業づくりをおこなうこ

とが重要であると考える。
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課題提示が学習意欲を高めることにつながるには,教師から児童生徒へのはたらきかけゃ
対応が重要である。児童生徒の考えに,寄 り添ったり,疑間を投げかけたりすることで,学
習意欲や活動への意欲が継続される。

また。課題解決から生まれる考えの違いを使い,誤答を活用することも教師の重要な役割
であることが検証授業から明らかになった。

そのためには,児童生徒の実態を把握 していなくてはならない。課題提示についても,実
態を把握 していなくては, どんな負荷をかけることができるのか,身近にあるものとはどん
なものかということを踏まえることができない。児童生徒の実態把握は,個人,全体を多方
面からとらえることで精度を上げ,授業づくりの基礎 としたい。

●0●●●●■●●,0●●●d●●oご●●°       0      
。       。      .

・小学校学習指導晏領

平成21年度小学校教育課程編成の手引き
新教育課程に対応した教育活動の創造的な展開 (資料編)
学校教育指導資料
・カリキュラム研究だより 「カリキュラムを創る」
・ 〔確かな学力〕の青成を図る学習指導の在り方
・主体的に学び,学びを深めることができる「日高の子」の育成
思考力 判断力・表現力等をはぐくむ学習指導の在り方
各教科における「言語活動の充実」とは何か

。「活用型学力が育つ授業デザイン」
・言語活動の充実を図る「視点と方法」

・「言葉」から考える読解カ

豊かな言語活動で確かな国語力を !

新しい「基礎・基本」の習得

活用を育てる授業の考え方と実践
。「教えて考えさせる授業」を創る

各教科等における言語活動の充実
・初等教育資料
・指導と評価
・教育展望

文部科学省

北海道教育庁学校教育局義務教育課

北海道教育庁留萌教育局

北海道教育庁空知教育局

高槻市教育センター

空知教育センター

日高教育研究所

上川教育研修センター

横浜目立大学人間科学部附属横浜中学校編 三 省 堂
吉崎 静夫著 株式会社ぎょうせぃ

のある授業

山口大学教育学部附属光小学校著 明治図書
森山 卓郎著 明治図書
横浜市小学校国語教育研究会著  明治図書
浅沼  茂編
安彦 忠彦編
市川 伸―書
高木 展郎

教育開発研究所

図書文化

図書文化

教育開発研究所
文部科学省教育課程課/幼児教育課編 東洋館出版社
長野 千尋編   図書文化・日本教育評価研究会
奥田 員丈編 教育調査研究所
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留萌市立緑丘小学校

選別町立遺別中学校

(共同研究担当 :橿

(共同研究担当 :小

本   悠 )

田 可南子 )

因   雅

五十嵐 泰

水 戸 餞

古 屋 正

(苫前町立苫前小学校 )

(羽幌町立羽幌小学校 )

(小平町立小平中学校 )

(初山別村立初山別中学校 )
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所   長
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あとがき

昨年度,新 たな研究主題 「確かな学力をはぐくむ学習指導の実践的研究」を設定 し,そ
の成果と課題を基にスター トした 2年 次の研究でした。今年度は 「知由・技能を習得 し,
活用へと向かう授業展開」,「言語化することによ り思考を深める活動の工夫」,「課題
設定の工夫によるアプローチ」に重点をおき,理論研究を進めるとともに,研究協力校と
研究協力員の先生に検証授業を提供 していただき,活 発な議論を行いなが ら研究を深めて
まいりました。

今回,そ の成果や課題を『研究紀要』第 16号 としてまとめることができました。 これ
もひとえに,共同研究推進のためにご尽力いただいた研究協力校 と研究協力員の皆様方 ,
そ して今年度,検証授業を提供 してくださった,緑丘小学校,初山別中学校,羽幌小学校
のご理解とご協力によるものと心より感謝申し上げます。

また。紀要発行にあた り,各関係機関にも多大なお力添えをいただきましたことに対 し
ましても,重ねてお礼申し上げます。本書を多 くの先生方に読んでいただき,校 内研究や
個人研修, 日常の教育実践においてご活用いただければ幸いです。
来年度は,本研究のまとめの年にあたります。 これまでの成果を生かし,課題を改善し
ながら充実 した研究内容となりますように努力してまいりたいと思います。今後とも当研
究所に対 しまして,変わ らぬご指導とご協力のほどよろしくお願いいたします。

平成 23年 3月
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